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設置方法 概要
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地域保健法第10条 保健所に、政令の定めるところにより、所⾧その他所要の職員を置く。





職名



23

✔
✔
✔
✔



24



25



26



27

～先行市の調査結果等の報告～



中核市で目指す将来像（案）

R5年8月２５日



Well-being × SAGA city

平成１７年、平成１９年度の合併を経て、佐賀市は「山から海まで」を有する
自然豊かな２０万人以上を抱える県都として発展してきました。

しかし、急速に進む人口減少、少子・高齢化。
テクノロジーの劇的な進化や新型コロナウイルスがもたらした社会システムの転換など
変化が目まぐるしい社会のなかで、未来を正しく予測することは難しくなりました。

だからこそ、わたしたちは、ひとりひとりの“幸せ≒ウェルビーイング”を大切にしたい。
カラダとココロ、そして社会とのつながり大事にし、
自分らしく輝きつづけられるように、活躍できるステージとほっとできる居場所をつくりたい。
佐賀市民ひとりひとりのエネルギーこそが、明日の佐賀市を築き続けると信じています。

佐賀市は、『健幸』をまんなかに、

〝もっとウェルビーイングな暮らし〝づくりを目指します。

１



カラダ

社会ココロ

２

もっと
ウェルビーイングな暮らし

医療
健康

介護
福祉

移動・交通
≒歩ける

安心 安全

住宅環境
自然景観

買い物

飲食

教育の選択

スポーツ

事業創造
≒チャレンジ 多様性

都市景観 雇用・所得

娯楽

地域とのつながり
≒コミュニティ

自然
山・平野

温泉

文化芸術

空気・騒音
清潔さ

デジタル生活

子育て

初等
中等
教育



Well-being × SAGA city

Ⅰ 暮らしを良くするステップ

STEP１ 準備期

STEP２

STEP３

STEP０ 検討期

中核市移行・権限移譲業務の確認
・保健所業務の確認
・内部体制の確認
・県との協議・調整など

【新・佐賀市の運営】
・保健所開設、運営
・産業廃棄物など新たな移
譲事務の運営
・データの集積、分析
・データに基づく実践

【中核市移行宣言】
・県との具体的な協議・調整
・職員研修、派遣
・保健所の検討・整備
・システム開発・整備
・専門職の雇用など

【施策展開】
・本市独自のEBPMよる新産業創出
を県や民間企業と共に取り組む
・企業や地域コミュニティとともに
まちづくりを実践する
・佐賀県と佐賀市の共創を
モデル事例として全国に発信

共創期

市民一人ひとりに「中核市になって良くなった」を実感してもらえるように
データを集積・分析し、それを根拠としたモデル事業に取り組みます
成果を県と共有し、佐賀県全体で飛躍できる施策展開につなげます

ビジョン

新たな市を適切に運営しながら県内や
全国のモデルとなるようなデータ分析
や施策展開を目指す

佐賀市民、佐賀県民として
もっともよい手法を検討

リッチ・ローカル

３



Well-being × SAGA city

人口減少は日本全国の課題です。ひとつの市町だけで解決できることは少なくなります。
佐賀県と市町でより良い『さが』を共に創っていくことが大切です。
市町のひとつの取り組みが、全県的に波及し“県全体”として強化されていけるように
佐賀市は中核市となり、より一層のデータ分析や新たなことに取組み、佐賀県の推進力を支えていきます。

Ⅱ 県と市町による『さが』の共創

特例市

中核市

共創

４

STEP３
STEP３



Well-being × SAGA city

Ⅲ 連携中枢都市圏構想による地域経済の維持

５

2040年には少子化による人口減少に加えて、高齢者の割合が過去最大の３３．５％になる見込みです。
労働力不足、社会保障費の増大、インフラや公共施設の老朽化などの課題がますます深刻化していきます。
今後到来する社会において、一定の圏域人口を有して活力ある地域経済を維持するためには、
拠点を形成していくことが、重要な鍵となってくると言われています。

佐賀市は、中核市に移行することで、連携中枢都市の要件を満たします。

先行都市を見習い、“近隣市町と連携したまちづくり”を研究していきます。

① 圏域全体の経済成長のけん引

産学金官の共同研究・新製品開発支援、
六次産業化支援 等

② 高次の都市機能の集積・強化

高度医療の提供体制の充実、高等教育・研究開
発の環境整備 等

③ 圏域全体の生活関連機能サービスの向上

地域医療確保のための病院群輪番制の充実、
地域公共交通ネットワークの形成 等

＜連携中枢都市圏に求められること＞

STEP３＜中核市移行により取り組み可能な制度＞

2040年人口予想
佐賀市：21.6万人

△約3万人

2040年高齢化率
佐賀市：33.5％

連携中枢都市圏



『健幸』をまんなかに、活躍できる“ステージ”とほっとできる“居場所”がある街

在宅医療

介護施設

病院・診療所

薬局

投薬指導

飲食店

妊娠期からの健診

予防接種

事業所・企業

工場

保育施設

学校

次世代の健康高齢者の健康

現役世代の健康

公共交通・歩く環境整備

介護DX

医療・
福祉の
データ

サスティナブル

起業支援

子育て・
福祉
データ

実質労働
人口増加

環境産業の参入

若手起業家の台頭
活力

学校を拠点とした
コミュニティ形成

アクティブシ
ニアの増加

地域活動
子どもの見守
り支援充実

高齢者の見守り

医療費削減分を
教育等への投資

雇用の創出
雇用の創出

健康価値の
認識が高ま
る

実質労働
人口増加

チャレンジ
する人の増加

ゴミ削減
資源保全
自然保全

地域活性化

ヘルスケア産
業参入

ほっと
できる
居場所

子どもも社会で輝く
ステージ

居場所

ほっと
できる
居場所

いつまでも
輝ける
ステージ

居場所

誰もが輝くステージ

誰もが輝く
ステージ

６

Well-being

×
SAGA city


